
 
 

２０２３年度 

「正会員に対する活動助成」活動報告書 

 

団体名 一般社団法人 鳥取県社会福祉士会 

■活動報告の詳細 

活動名称 
鳥取県社会福祉士会設立 30周年記念事業の開催による 

入会促進・退会抑制を図る事業 

活動の目的 

会員、未入会の社会福祉士に対して、法人設立 30周年記念事業への参加

を呼びかけ、法人設立趣旨、本会の歩みと活動成果、当会の魅力を発信し、

共有することで、入会促進並びに退会抑制を図る。 

 

実施した活動の内容 

 

会議・研修会・イベン

ト等の開催日時、場所、

参加者数等の活動内容

の詳細を記入 

※別添（様式自由）に

て提出可 

 

 

１ 名 称 鳥取県社会福祉士会設立３０周年記念事業 

２ テーマ 今日まで辿ってきた道を知り、輝く未来へ繋ごう 

３ 日 時 令和５年９月２３日（土・祝）１３時～１６時 

４ 会 場 ハワイアロハホール 鳥取県東伯郡湯梨浜町はわい長瀬 584 

５ 内容 

第１部 記念講演  

テーマ「権利擁護と成年後見活動」 

講師：日本社会福祉士会理事（ＴＲＹ星野社会福祉士事務所代表） 

星野 美子 氏 

第２部 シンポジウム  

テーマ「本会の歩みと未来へ託すこと」 

講師：中川 正純 （第２代会長） 

松村  久 （第３代会長） 

垣屋 稲二良（第４代会長） 

河津  薫 （第５代会長） 

コーディネーター：朝倉 香織（第６代現会長） 

パネル展示：社会福祉士資格・仕事紹介、会の沿革、委員会・ぱあとなあ活

動紹介、認定社会社会福祉士、鳥取県精神保健福祉士会、鳥取県医療

ソーシャルワーカー協会 

６ 参加者 70 名 

７ 実施体制 実行委員会 16名（理事 11名・公募会員 5名）による記念

事業の企画・実施 

８ 記念事業資料の作成 500部 

 内容：設立 30周年に寄せてメッセージ、記念講演、シンポジウム、

本会 30年の歩み 

９ 記念事業資料の配布 参加者、未参加会員 

10 活動パネルの作成及び研修会等での展示 

 

活動の成果 

① 記念事業の企画、実施のため、実行委員を広く会員に対して公募。16

名による実行委員会を組織し、実行委員会を 3回開催した。 

 
② 未入会の社会福祉士に対して、役員・会員を通じて本会設立の経過や活動

経過を報告する記念事業への参加を呼びかけ、新規入会者の拡大を図った。

（2022 年度より 5 名増の 22 名の新入会員） 

 

③ 日本社会福祉士会の星野美子理事を記念事業講師に招聘し、「権利擁護と成

年後見活動」と題して社会福祉士・社会福祉士会に期待される知識やソー

シャルワーカーとしての資質向上の必要性について講演いただいた。 

 

④ シンポジウムでは、歴代会長５名が一堂に会して「本会の歩みと未来に託

すこと」をテーマに開催した。第 1 回～第 5 回国家試験合格者 16 名を中心

に設立準備委員会を経て、1993 年 9 月 18 日、倉吉市において設立したこと、



 
 

また、30 年の活動の歩みとふりかえりを行い、次代に託すことを報告した。 

 

⑤ 退会抑制・活動継続の契機とするため、社会福祉士がソーシャルワークの

専門職として基礎研修や成年後見人材育成研修を経て、成年後見活動に参

加し、定年退職後も 60 代、70 代まで活動している現状を報告した。 

 

⑥ 記念事業開催を通じて、ソーシャルワーカーデー共催団体である鳥取県精

神保健福祉士会、鳥取県医療ソーシャルワーカー協会等との連携を再確認

する機会となった。また、鳥取県、鳥取県社会福祉協議会など関係機関等

から専門職、職能団体として本会への期待を確認することができた。 

 

⑦ 記念事業資料を作成し、出席会員等へ配付した。未参加の会員に対しても

関係資料を郵送した。 
 

⑧ 本会の目的、主な事業内容、組織体制、社会福祉士の役割等を紹介する入

会促進リーフレットを作成し、参加者へ配付した。 

 

活動実施を 

   通じての課題 

実施していく中で、見

えてきた活動遂行にお

ける課題 

①多くの会員、未入会者の参加を目標に記念事業を開催したが、感染症対応も

関係して参加者は 70 名にとどまった。今後、役員・会員を通じて未入会者に対

して、入会促進リーフレットを活用するなど本会の活動や魅力等を積極的に周

知することにより入会促進活動を継続実施していくことが重要である。 

 

②成年後見活動は定年退職後も活動継続ができ、退会抑制にもつながるが、 

活動資格取得には、基礎研修、成年後見人材育成研修と最短でも５年を要する。

今後もソーシャルワークの専門職として社会福祉士に対する社会的期待がある

ことを、会員や未入会者に対して広く周知していくことが重要である。 

 

③共催団体である鳥取県精神保健福祉士会、鳥取県医療ソーシャルワーカー協

会等と連携してソーシャルワーカーデーを開催することにより、専門職団体の

実践活動や社会的役割について広く周知していくことが重要である。 

活動の実施状況・実施

結果に関する情報の公

開 

 

あてはまるものにチェ

ックと内容詳細を記入

ください 

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 
 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

☑広報誌・会報誌等で公開 

（ホームページにて記念事業実施状況） 

☑その他  

（会員及び関係者に対して記念事業資料を配布） 
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